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▼
東
京
教
区
第
84
（
定
期
）
教
区
会

は
３
月
21
日
（
土
・
春
分
の
日
）、
午
前
９

時
の
聖
ア
ン
デ
レ
主
教
座
聖
堂
で
の
聖
餐

式
で
始
ま
っ
た
。
引
き
続
い
て
10
時
か

ら
、
聖
ア
ン
デ
レ
ホ
ー
ル
を
会
場
に
議
事

に
入
り
、
予
定
の
審
議
を
す
べ
て
終
え
て

５
時
40
分
、
閉
会
し
た
。
　

　
出
席
代
議
員
は
議
長
・
竹
田
教
区
主
教

の
ほ
か
教
役
者
四
三
人
、
信
徒
六
八
人
の

合
計
一
一
一
人
が
出
席
。
そ
の
他
、
番
外

議
員
一
九
人
が
参
席
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
人
た
ち
約
二
〇
人
も
役
務
に
つ
き
な
が

ら
傍
聴
席
を
賑
わ
し
た
。
議
長
席
に
は
竹

田
主
教
と
、
教
務
主
事
下
条
裕
章
司
祭

が
、
ま
た
書
記
席
に
は
佐
々
木
庸
司
祭
、

高
橋
顕
司
祭
が
着
い
た
。

﹇
＝
２
頁
﹈

▽
…
審
議
に
先
立
ち
、
竹
田
主
教
の
開
会

演
説
が
あ
っ
た
。「
教
区
宣
教
方
針
」
に
も

と
づ
い
て
「
神
の
国
を
証
し
す
る
宣
教
奉

仕
」が
強
調
さ
れ
た
。

﹇
＝
３
頁
﹈

▽
…
『
報
告
及
び
議
案
』（
Ａ
５
版
・
一
七

五
頁
）
は
出
席
議
員
に
届
け
ら
れ
て
い
た

が
、
当
日
、『
正
誤
表
』
が
加
わ
っ
た
。

▽
…
常
置
委
員
会
報
告
が
終
っ
た
と
こ
ろ

で
常
置
委
員
選
挙
に
入
っ
た
。
通
算
４
回

の
投
票
で
聖
職
・
信
徒
各
三
人
が
当
選

し
、
次
点
二
人
も
決
ま
っ
た
。
聖
職
に
一

人
、初
当
選
者
が
出
て
、三
年
つ
づ
け
て
新

人
が
選
ば
れ
て
い
る
。

﹇
＝
６
頁
﹈

▽
…
委
員
会
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
グ
ル
ー

プ
な
ど
の
諸
報
告
は
、
午
後
２
時
近
く
ま

で
つ
づ
い
た
。
し
か
し
そ
の
間
、
活
動
報

告
に
つ
い
て
、
内
容
を
め
ぐ
っ
て
質
疑
や

意
見
を
交
わ
し
合
う
光
景
は
ほ
と
ん
ど
見

ら
れ
ず
、
議
事
進
行
は
、
い
つ
に
な
く
穏

や
か
に
運
ば
れ
た
。

﹇
＝
６
頁
﹈

▽
…
議
案
審
議
に
入
っ
た
の
は
午
後
２

時
。
合
計
一
六
件
の
案
件
が
、
質
疑
と
意

見
交
換
を
交
え
て
審
議
さ
れ
た
。
三
〇
分

ず
つ
の
二
回
、
時
間
延
長
の
動
議
が
通
っ

て
議
事
が
進
行
さ
れ
た
が
、
中
に
は
十

分
、
審
議
さ
れ
た
と
は
思
え
な
い
案
件
も

あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

﹇
＝
８
頁
以
降
﹈

▽
…
そ
の
中
で
、
比
較
的
議
論
が
集
中
し

時
間
を
多
く
割
い
た
議
案
は
、第
七
号「
祈

祷
書
研
究
委
員
会
（
仮
称
）
設
置
の
件
」

と
、第
一
一
号「
聖
ア
ン
デ
レ
主
教
座
聖
堂

理
事
会
規
則
改
正
の
件
」
関
連
議
案
で

あ
っ
た
。
新
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
議
案
で
は

予
算
、期
間
の
点
に
、ま
た
98
年
度
教
区
予

算
案
に
、そ
れ
ぞ
れ
質
疑
、意
見
が
集
ま
っ

た
。
新
展
開
を
め
ぐ
っ
て
議
論
が
予
想
さ

れ
た
「
現
行
の
教
区
費
分
担
金
算
出
方
法

を
検
討
す
る
特
別
委
員
会
設
置
」「
常
置
委

員
選
出
方
法
規
則
改
定
」の
二
議
案
は
、
審

議
が
５
時
20
分
か
ら
始
ま
る
と
い
う
状
況

下
に
あ
っ
て
、
審
議
不
十
分
の
感
を
抱
か

せ
た
ま
ま
、「
可
決
」
と
な
っ
た
。

▽
…
報
告
、
議
案
の
い
ず
れ
も
、『
報
告
と

議
案
』
を
は
じ
め
拡
大
宣
教
委
員
会
、
教

役
者
会
は
じ
め
拡
大
宣
教
委
員
会
、
教
役

者
会
を
通
し
趣
意
が
事
前
に
学
習
さ
れ
て

い
て
、
大
方
が
理
解
さ
れ
、
共
感
に
つ
な

が
っ
て
い
た
こ
と
は
確
か
。
そ
れ
で
も
、

総
体
的
に
は
、
議
場
で
の
実
質
審
議
が
乏

し
い
教
区
会
に
終
っ
た
と
い
う
印
象
は
、

拭
え
な
い
よ
う
だ
。
財
政
問
題
、
課
題
の

多
様
化
…
、
難
題
が
並
ぶ
教
区
会
。
そ
こ

で
の
宣
教
課
題
の
共
有
と
実
践
は
、
し
か

し
、
議
場
か
ら
、
教
会
や
一
人
ひ
と
り
の

働
き
の
場
へ
と
移
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

▼
日
本
聖
公
会
第
51
（
定
期
）
総
会

は
５
月
26
日
（
火
）
〜
28
日
（
木
）
の
三
日

間
、聖
ア
ン
デ
レ
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
。

﹇
＝
10
頁
以
降
﹈

宣
教
・
奉
仕
の
豊
か
さ
と
広
が
り
へ
向
け
て

◇
多
様
な
宣
教
課
題
の
共
有
と
実
践
へ
向
け
＝
教
区
会

◇
女
性
司
祭
へ
道
開
く
　
竹
田
首
座
主
教
就
任
＝
総
会
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《
教
役
者
議
員
名
簿
》

（
司
祭
）

今
井
　
烝
治

＊
内
田
　
稔

佐
藤
　
信
康

＊
福
沢
　
道
夫

澤
　
　
邦
介

高
畠
　
　
靖

小
笠
原
　
忍

塚
田
　
　
理

吉
村
　
庄
司

竹
内
謙
太
郎

岩
前
　
　
宏

＊
小
笠
原
愛
作

井
原
　
泰
男

ウ
イ
リ
ア
ム
・
Ｍ
・ハ
ー
ゲ
ッ
ト

関
　
正
勝

大
木
　
弘
行

河
野
　
裕
道

木
下
　
量
煕

五
十
嵐
正
司

長
谷
川
正
昭

田
光
　
信
幸

前
田
　
良
彦

粟
飯
原
　
謙

＊
神
崎
　
雄
二

＊
吉
野
　
秀
幸

山
口
　
千
寿

杉
山
　
修
一

中
村
　
邦
介

佐
々
木
　
庸

大
畑
　
喜
道

＊
植
田
仁
太
郎

近
藤
　
幸
平

高
橋
　
宏
幸

加
藤
　
俊
彦

佐
々
木
道
人

下
条
　
裕
章

杣
取
　
賢
一

宮
崎
　
光

高
橋
　
顕

加
藤
　
博
道

八
木
　
正
言

＊
ド
ナ
ル
ド
・
Ｗ
・
ド
ビ
ン
ソ
ン

（
執
事
）

藤
井
　
慶
一

＊
遠
藤
　
雅
巳

小
野
里
　
俊
一
＊
香
山
　
洋
人

笹
森
　
田
鶴

山
野
　
繁
子

伊
藤
　
高
章

広
沢
　
敏
明

米
村
　
路
三

（
聖
職
候
補
生
）

＊
高
瀬
　
祐
二

（
伝
道
師
）

橋
本
　
守

《
信
徒
代
議
員
名
簿
》

聖
ア
ン
デ
レ

坂
本
　
明
夫

片
岡
　
仁
枝

＊
三
澤
　
一
夫

聖
オ
ル
バ
ン

ジ
ョ
シ
ュ
ア
・
ト
ム
ソ
ン

吉
松
　
英
美

三
光

鈴
木
　
一

斎
藤
　
和
子

藤
田
　
紀
枝

真
光蒔

田
　
裕
光

松
田
　
正
人

東
京
聖
マ
リ
ア

岩
浅
　
紀
久

大
森
聖
ア
グ
ネ
ス

青
山
　
喜
八

保
坂
　
功

聖
パ
ウ
ロ

阿
部
　
基
裕

岡
野
　
峻
　

横
山
　
彰
一
郎

渋
谷
聖
ミ
カ
エ
ル

田
中
　
哲
朗

山
田
　
益
男

目
白
聖
公
会

＊
橋
詰
　
弘
道

豊
田
　
光
弘

橋
詰
　
純
子

牛
込
聖
バ
ル
ナ
バ

鵜
飼
久
美
子

大
沢
　
花
子

東
京
諸
聖
徒

堀
　
英
樹

宮
崎
　
功

東
京
聖
テ
モ
テ

横
山
　
融

酒
巻
　
敞

宮
崎
　
誠
也

神
田
キ
リ
ス
ト

日
根
野
　
慶
一

中
島
　
務

月
島
聖
公
会

土
屋
　
典
雄

浅
草
聖
ヨ
ハ
ネ

伊
藤
　
裕
元

青
木
　
保
徳

聖
救
主

佐
々
木
祐
生

神
愛

横
倉
　
正
義

千
住
基
督

張
替
　
譲

葛
飾
茨
十
字

木
沢
　
武
司

聖
ル
カ
礼
拝
堂

赤
畑
　
正
光

野
辺
地
篤
郎

松
本
　
満
郎

東
京
聖
三
一

秋
山
　
良
江

三
神
　
敬
也

矢
野
　
敬
子

東
京
聖
十
字

大
貫
　
昌
久

谷
口
　
文
朗

聖
愛菊

地
　
英
彰

増
岡
　
千
春

聖
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト

石
井
久
美
子

石
川
　
範
子
　
　
波
岡
　
茂
郎

阿
佐
谷
聖
ペ
テ
ロ

法
用
　
修

茂
木
虎
雄
　
　

八
木
達
郎

練
馬
聖
ガ
ブ
リ
エ
ル

松
岡
　
初
枝

足
立
　
暁
代

小
泉
　
芳
久

東
京
聖
マ
ル
チ
ン

笠
原
　
正
行

麓
　
節
子

池
袋
聖
公
会

田
中
　
誠

円
居
　
久
枝

清
瀬
聖
母

大
野
　
恵
一
　
　

菅
浪
　
正
雄

八
王
子
復
活

諌
山
　
禎
一
郎

海
老
名
　
基

聖
パ
ト
リ
ッ
ク

井
出
　
大
史

久
保
田
正
光

聖
マ
ル
コ

松
本
　
尚
夫

緒
方
　
晴
美

小
金
井
聖
公
会

井
上
　
満

戸
塚
　
邦
夫

小
笠
原
聖
ジ
ョ
ー
ジ

＊
大
平
　
京
子

番
外
議
員
名
簿

▽
小
野
翠（
常
置
委
員
）▽
田
島
信
次

（
財
政
委
員
長
）▽
新
居
徳
雄（
教
区

財
務
主
事
）▽
高
橋
誠（
顧
問
税
理

士
）▽
松
浦
順
子（
女
性
の
司
祭
按
手

の
実
現
を
促
進
す
る
委
員
会
委
員

長
）▽
湯
田
啓
一（
常
磐
沿
線
宣
教
三

教
区
協
働
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
教
財
務

サ
ー
ビ
ス
委
員
会
委
員
長
）▽
泰
江
ゆ

う
子（
月
島
聖
ル
カ
保
育
園
事
務
担

当
）▽
保
坂
久
代
（
教
区
婦
人
会
会

長
）▽
久
野
早
苗（
前
教
区
婦
人
会
会

長
）▽
広
瀬
喬（
モ
ニ
カ
会
会
長
）▽
根

岸
初
美（
教
区
Ｇ
Ｆ
Ｓ
会
長
）▽
佐
藤

百
合
子（
教
区
Ｇ
Ｆ
Ｓ
前
会
長
）▽
美

代
志
霊
母（
ナ
ザ
レ
修
女
会
）▽
飯
田

真
一（
教
区
常
置
委
員
選
出
方
法
検

討
特
別
委
員
会
委
員
長
）▽
鈴
木
猛

（
監
事
）▽
大
川
由
美
子（
宣
教
委
員
）

▽
内
ケ
崎
昌
子（
宣
教
委
員
）▽
中
村

吉
親（
宣
教
委
員
）▽
ロ
ジ
ャ
ー
・
ウ
イ

リ
ア
ム
ズ（
宣
教
委
員
）

＊印＝欠席
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本
日
は
休
日
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
教
区
会
の
た
め
お
集
ま
り

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
教
区
の
過
去
一
年
を
振

り
返
り
、
ま
た
今
年
の
方
針
を

確
認
す
る
た
め
、
聖
職
・
信
徒

代
議
員
の
み
な
さ
ん
が
率
直
か

つ
理
性
的
に
討
論
し
、
結
論
を

だ
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

I

教
会
を
取
り
巻
く
社
会

の
宣
教
状
況

二
〇
世
紀
の
最
後
の
一
〇
年

間
を
「
福
音
伝
道
の
一
〇
年
」

と
称
し
て
、
世
界
の
聖
公
会
が

あ
ら
た
め
て
世
界
に
目
を
向
け

て
、
自
分
た
ち
に
課
せ
ら
れ
た

伝
道
の
使
命
を
確
認
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
で
独
自
の
方
針
を

立
て
て
そ
れ
を
実
施
す
る
よ
う

に
一
〇
年
前
の
一
九
八
八
年
ラ

ン
ベ
ス
会
議
で
勧
告
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
こ
の
数
年
来
、
と
く

に
日
本
に
お
い
て
は
、
宗
教
の

社
会
的
責
任
が
あ
ら
た
め
て
問

わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
世
界

的
に
は
、
二
一
世
紀
に
向
け
て

キ
リ
ス
ト
教
は
平
和
の
確
立
に

貢
献
し
て
き
た
か
ど
う
か
、
歴

史
的
な
反
省
を
ふ
ま
え
て
検
討

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
世
界
の
聖
公
会
で
自
分
た

ち
の
歴
史
の
真
実
を
謙
虚
に
か

つ
冷
静
に
見
直
そ
う
と
言
う
動

き
が
著
し
く
な
っ
て
お
り
ま

す
。
昨
年
８
月
に
は
比
叡
山
で

世
界
の
諸
宗
教
の
指
導
者
が
集

ま
っ
て
、
平
和
の
た
め
に
と
も

に
祈
り
、
と
も
に
討
論
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
国
会
で
も

臓
器
移
植
に
関
す
る
問
題
が
取

り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は

人
間
の
い
の
ち
と
死
と
い
う
宗

教
に
深
く
か
か
わ
る
課
題
で
あ

り
ま
す
の
で
、
宗
教
界
に
多
く

の
方
面
か
ら
意
見
を
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
神
と
人
、
人
と

人
、
人
と
自
然
と
の
平
和
的
関

係
の
回
復
と
い
う
キ
リ
ス
ト
教

信
仰
の
根
本
課
題
は
二
一
世
紀

を
迎
え
る
教
会
が
取
り
組
ま
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
使
命
で
あ
り

ま
す
。

自
然
や
い
の
ち
の
問
題
を
ま

す
ま
す
深
刻
に
し
て
い
る
背
景

に
は
、
経
済
や
政
治
の
力
に
あ

ま
り
に
も
頼
り
過
ぎ
て
い
る
現

代
人
の
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
イ

エ
ス
は
、
富
ん
で
い
る
も
の
、

満
ち
足
り
た
も
の
、
権
力
を
持

つ
も
の
の
不
幸
を
指
摘
し
て
い

ま
す
が
、
一
九
七
〇
年
代
、
八

〇
年
代
の
日
本
は
、
教
会
を
含

め
て
イ
エ
ス
の
こ
の
指
摘
を
軽

視
し
て
、
世
俗
的
な
力
に
よ
る

問
題
の
解
決
に
偏
り
過
ぎ
た
よ

う
で
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は
、

常
に
神
か
ら
の
助
け
の
み
に
望

み
を
お
き
、
神
の
助
け
を
待
ち

望
む
、
貧
し
き
者
の
霊
性
を
見

直
し
、
こ
れ
を
宣
教
の
基
礎
に

置
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

「
最
も
小
さ
い
も
の
」
こ
そ

が
、
私
た
ち
が
求
め
る
神
の
国

に
属
す
る
者
で
あ
る
と
い
う
み

言
葉
に
耳
を
傾
け
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
東
京
教
区
の
宣
教

方
針
は
こ
の
確
認
に
基
づ
い
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に

私
た
ち
の
「
福
音
伝
道
一
〇

年
」
が
お
か
れ
て
い
ま
す
。

II

教
区
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
つ
い
て

「
最
も
小
さ
い
も
の
に
出
会

い
、
奉
仕
す
る
」
と
い
う
教
区

の
宣
教
方
針
は
、
教
区
会
で
承

認
さ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
中
心
と
な
っ
て
実

践
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
方

針
に
即
し
た
方
向
で
特
定
の
目

標
を
立
て
て
、
期
間
を
定
め
て

そ
の
目
標
の
達
成
の
た
め
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
作
成
し
、
実
施
し
て

い
く
の
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
制
は
教
区

制
改
革
の
重
要
な
柱
で
し
た
。

取
り
組
め
ば
取
り
組
む
ほ
ど
わ

た
し
た
ち
の
ま
わ
り
の
社
会
の

「
最
も
小
さ
な
者
」
が
苦
し
め

ら
れ
て
い
る
と
い
う
問
題
の
広

さ
と
深
さ
に
気
づ
き
ま
す
が
、

問
題
全
般
に
手
を
広
げ
て
、
拡

散
し
な
い
よ
う
に
、
定
め
ら
れ

た
目
標
に
向
か
う
こ
と
が
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
特
徴
で
あ
り
ま

す
。
し
た
が
っ
て
、
活
動
の
方

策
に
よ
っ
て
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
な
じ
ま
な
い
も
の
も
あ
る
は

ず
で
す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
内

容
だ
け
で
は
な
く
、
制
度
そ
の

も
の
の
慎
重
な
評
価
が
必
要
に

な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま

す
。
誤
解
の
な
い
よ
う
に
付
言

し
ま
す
が
、
私
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
制
に
否
定
的
な
考
え
を
持
っ

て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
む
し
ろ
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

制
の
持
つ
精
神
構
造
が
聖
公
会

に
は
弱
す
ぎ
る
こ
と
を
痛
感
し

て
お
り
ま
す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
た
ら
し
め
る

努
力
が
さ
ら
に
必
要
で
あ
る
と

感
じ
て
い
ま
す
。
安
易
に
も
と

の
常
設
委
員
会
に
戻
る
こ
と
は

取
り
組
む
べ
き
問
題
を
観
念
化

す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
危

惧
を
い
だ
い
て
お
り
ま
す
。
現

在
の
実
施
中
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
、
ま
た
こ
の
教
区
会
で
も
提

案
さ
れ
て
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
、
そ
の
内
容
か
ら
言
え
ば
す

べ
て
教
区
の
宣
教
方
針
か
ら
見

◇

開

会

演

説

◇

福
音
・
使
命
の
再
確
認

教
区
主
教

ヨ
ハ
ネ

竹
田

眞
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て
当
然
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
務
め
で
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
現
状
で
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
は
専
従
者
が
ほ
と
ん
ど
い

ま
せ
ん
。
自
分
自
身
の
本
来
の

職
務
を
持
つ
教
役
者
と
信
徒
の

自
発
的
な
善
意
の
奉
仕
に
よ
っ

て
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
た

が
っ
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
献
身

す
る
時
間
的
、
人
的
資
源
に
は

限
界
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
そ
の

資
金
も
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
皆

さ
ん
に
留
意
し
て
頂
き
た
い
の

は
、
一
部
の
人
た
ち
が
、
と
く

に
教
区
事
務
所
の
職
員
、
主
事

た
ち
が
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
担

当
者
だ
け
で
は
担
い
き
れ
な
い

仕
事
を
引
き
受
け
て
い
る
現
状

で
す
。
よ
り
多
く
の
方
々
が
そ

れ
ぞ
れ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
そ

れ
ぞ
れ
自
分
の
能
力
に
応
じ
て

参
加
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
お

勧
め
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
同

時
に
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
設
定

に
は
教
区
お
よ
び
担
当
者
の
能

力
に
応
じ
た
適
正
な
規
模
と
数

の
目
処
を
立
て
る
必
要
が
あ
る

よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

III

ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ

に
つ
い
て

私
た
ち
に
与
え
ら
れ
て
い
る

わ
た
し
た
ち
の
能
力
、
時
間
な

ど
の
所
有
す
る
資
源
を
、
神
か

ら
委
ね
ら
れ
た
賜
物
と
し
て

「
神
か
ら
与
え
ら
れ
た
恵
み
を

無
駄
に
す
る
こ
と
な
く
」（
コ

リ
ン
ト
二
６
・
１
）
管
理
し
、

有
効
に
使
う
こ
と
が
教
会
・
教

区
の
宣
教
活
動
の
推
進
の
た
め

に
必
要
で
す
。
そ
れ
は
ス
チ
ュ

ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

こ
の
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
自
体
は
今
回
で

終
了
い
た
し
ま
す
が
、
こ
の
運

動
が
各
教
会
、
教
役
者
・
信
徒

に
広
く
浸
透
す
る
こ
と
を
期
待

し
ま
す
。「
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド

シ
ッ
プ
」
は
英
語
の
ま
ま
使
わ

れ
て
お
り
ま
す
が
、
キ
リ
ス
ト

者
と
し
て
生
活
の
規
範
を
示
す

新
約
聖
書
の
重
要
な
言
葉
で
あ

り
ま
す
。
罪
人
で
あ
る
人
間
は

神
の
被
造
物
を
あ
た
か
も
自
分

自
身
の
所
有
物
と
し
て
思
い
の

ま
ま
に
使
っ
て
き
ま
し
た
。
そ

れ
を
あ
ら
た
め
て
、「
す
べ
て

の
も
の
は
主
の
賜
物
」
と
告
白

し
、
そ
れ
を
主
に
捧
げ
て
用
い

る
よ
う
に
す
る
営
み
が
ス
チ
ュ

ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
で
す
。
日
本
語

の
聖
書
で
は
、「
管
理
人
」
と
訳

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
文
語
で
は

「
家
令
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
主
が
再
び
来
ら
れ
る
と
き

ま
で
、「
主
の
家
」
で
あ
る
教
会

を
忠
実
に
管
理
す
る
僕
の
働
き

で
す
。

聖
餐
式
で
、
パ
ン
を
取
っ

て
、
捧
げ
、
感
謝
し
て
聖
別

し
、
パ
ン
を
分
配
し
て
、
神
の

恵
み
と
し
て
い
た
だ
く
行
為
の

中
に
集
約
さ
れ
て
い
ま
す
。
人

間
が
す
べ
て
の
も
の
を
自
分
の

欲
望
の
ま
ま
に
乱
用
し
、
破
壊

し
て
、
自
然
界
も
人
間
の
心
も

傷
つ
け
ら
れ
、
破
壊
と
闘
争
の

絶
え
な
い
状
況
の
中
で
、
神
の

愛
と
平
和
が
支
配
す
る
神
の

国
を
証
し
す
る
宣
教
奉
仕
の
務

め
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

IV

教
役
者
の
人
事
と
財
政

ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
の
目

指
す
重
要
な
ね
ら
い
は
、
私
た

ち
の
資
源
の
合
理
的
ま
た
適
正

な
使
用
で
す
。
そ
の
意
味
で
教

役
者
も
信
徒
も
教
区
と
教
会
が

預
っ
て
い
る
財
的
資
源
の
健
全

な
管
理
と
運
営
と
維
持
に
関
心

を
持
た
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
今
回
の
教
区
会
に
も
分
担

金
に
つ
い
て
の
議
題
が
提
出
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
分
担
金
が
多

す
ぎ
る
と
い
う
理
由
よ
り
も
、

分
担
金
算
出
の
合
理
性
と
公
正

を
期
す
る
た
め
に
検
討
す
る
こ

と
は
大
事
な
こ
と
で
す
。

昨
年
９
月
の
拡
大
宣
教
委
員

会
で
聖
職
の
人
数
の
減
少
を
指

摘
し
て
、
そ
の
対
策
を
協
議
し

ま
し
た
が
、
そ
の
席
で
の
反
応

の
ひ
と
つ
は
や
は
り
数
を
補
充

す
る
こ
と
に
努
力
す
べ
き
で
あ

る
と
言
う
こ
と
で
し
た
。
複
数

の
教
会
に
一
人
の
牧
師
を
派
遣

し
た
り
、
教
会
グ
ル
ー
プ
に
牧

師
を
派
遣
す
る
よ
う
な
司
牧
体

制
を
受
け
入
れ
る
準
備
は
ま
だ

整
っ
て
い
な
い
の
が
現
実
で
あ

る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
十
分
な

準
備
が
整
わ
な
い
う
ち
に
専
任

の
牧
師
の
い
な
い
牧
師
館
が
出

現
す
る
の
は
司
牧
と
伝
道
に
マ

イ
ナ
ス
に
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
い
ず
れ
は
そ
の
よ
う
な
状

態
が
来
る
こ
と
は
明
ら
か
で
す

が
、
そ
の
事
態
に
備
え
て
司
牧

体
制
の
改
革
を
検
討
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ま
で
は

当
分
人
数
の
補
充
に
努
力
す
る

つ
も
り
で
す
。
今
年
度
も
東
北

教
区
か
ら
司
祭
を
招
い
た
り
、

教
会
勤
務
の
聖
職
候
補
生
が
増

加
し
て
昨
年
よ
り
も
や
や
人
数

が
増
加
い
た
し
ま
し
た
。
聖
職

を
他
教
区
か
ら
呼
ぶ
と
い
う
こ

と
は
、
東
京
教
区
以
上
に
聖
職

の
不
足
に
悩
ん
で
い
る
現
状
を

考
え
る
と
後
ろ
め
た
さ
を
感
じ

な
い
わ
け
で
あ
り
ま
せ
ん
が
、

い
ず
れ
は
日
本
聖
公
会
全
体
が

教
区
制
自
体
の
統
合
と
整
理
を

必
要
と
す
る
こ
と
は
必
至
で

す
。
そ
の
よ
う
な
時
が
到
来
し

た
と
き
は
東
京
教
区
は
経
済
的

に
も
人
的
に
も
犠
牲
を
求
め
ら

れ
る
こ
と
に
な
る
は
ず
で
す
。

そ
の
よ
う
な
事
態
に
も
備
え
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

他
方
、
教
区
内
の
す
べ
て
の
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教
会
に
牧
師
を
派
遣
す
る
こ
と

に
な
る
と
、（
今
年
は
ま
だ
管

理
牧
師
の
教
会
も
あ
り
ま
す

が
）
、
人
件
費
が
増
大
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
今
年
は
、
現

職
の
教
役
者
の
増
加
が
退
職
者

の
数
よ
り
多
く
な
っ
た
こ
と
は

喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。
し
か

し
、
教
役
者
数
が
過
剰
に
な
っ

た
わ
け
で
は
な
く
、
一
教
会
一

牧
師
と
い
う
、
法
規
的
に
い
え

ば
本
来
あ
る
べ
き
状
態
に
近
づ

い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま

す
。
財
政
委
員
会
の
報
告
で
明

ら
か
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、

そ
の
結
果
と
し
て
人
件
費
が
激

増
い
た
し
ま
し
た
。
牧
師
の
減

少
を
人
数
の
増
加
で
補
お
う
と

す
れ
ば
、
人
件
費
が
多
く
な

り
、
各
教
会
の
負
担
も
増
加
す

る
と
い
う
ジ
レ
ン
マ
が
生
じ
ま

す
が
、
少
な
く
と
も
今
年
は
人

件
費
確
保
の
た
め
、
各
教
会
の

努
力
を
お
願
い
し
た
い
た
い
と

思
い
ま
す
。
人
件
費
削
減
と
い

う
財
政
的
理
由
で
教
役
者
の
数

を
制
限
す
る
と
い
う
事
態
は
避

け
る
べ
き
で
あ
る
と
願
っ
て
お

り
ま
す
。

今
年
４
月
１
日
付
け
の
人
事

に
つ
い
て
は
す
で
に
公
表
し
た

と
お
り
で
す
が
、
三
人
の
聖
職

が
定
年
退
職
さ
れ
ま
す
。
今
井

烝
治
司
祭
は
定
年
後
も
聖
公
会

神
学
院
校
長
と
し
て
任
期
を
勤

め
ら
れ
る
と
聞
い
て
お
り
ま

す
。澤

邦
介
司
祭
は
ナ
ザ
レ
修
道

院
で
嘱
託
の
チ
ャ
プ
レ
ン
に
委

嘱
い
た
し
ま
し
た
。
高
畠
靖
司

祭
は
真
鶴
に
お
住
ま
い
に
な
る

予
定
な
の
で
、
教
区
内
の
奉
仕

に
委
嘱
す
る
こ
と
は
出
来
ま
せ

ん
が
、
随
時
奉
仕
を
お
願
い
し

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
三

人
の
司
祭
の
永
年
の
ご
奉
仕
を

教
区
に
代
わ
っ
て
感
謝
申
し
上

げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

英
国
に
留
学
さ
れ
て
い
た
中

村
邦
介
司
祭
は
、
所
期
の
研
究

を
終
え
ら
れ
て
こ
の
た
び
帰
国

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
研
究
成
果

を
十
分
教
区
の
宣
教
に
役
立
て

て
い
た
だ
き
た
い
と
期
待
い
た

し
ま
す
。
４
月
よ
り
立
教
女
学

院
チ
ャ
プ
レ
ン
に
派
遣
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
東
北

教
区
か
ら
井
口
諭
司
祭
が
転
入

さ
れ
て
、
聖
ミ
カ
エ
ル
教
会
に

勤
務
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。
ま
た
今
年
は
三
人
の

聖
職
候
補
生
が
教
会
勤
務
に
任

命
さ
れ
ま
す
。
中
川
英
樹
聖
職

候
補
生
は
月
島
聖
公
会
の
牧
師

館
に
居
住
し
、
前
田
良
彦
司
祭

の
指
導
で
勤
務
を
始
め
ま
す
。

ま
た
石
坂
み
ゑ
子
聖
職
候
補
生

は
神
愛
教
会
の
牧
師
館
に
居
住

し
、
下
条
裕
章
司
祭
の
指
導
の

も
と
神
愛
教
会
の
聖
職
候
補
生

と
し
て
任
命
い
た
し
ま
す
。

日
高
実
則
聖
職
候
補
生
は
竹

内
謙
太
郎
司
祭
の
指
導
の
も
と

主
教
座
聖
堂
付
き
聖
職
候
補
生

と
し
て
、
宣
教
主
事
補
（
障
害

者
担
当
）
に
任
命
し
、
主
教
座

聖
堂
牧
師
館
三
階
で
居
住
す
る

予
定
で
す
。
主
日
そ
の
他
の
適

当
な
時
に
説
教
や
証
し
、
あ
る

い
は
障
害
者
に
対
す
る
助
言
な

ど
の
任
務
を
引
き
受
け
て
い
た

だ
き
、
ま
た
そ
の
た
め
に
必
要

が
あ
れ
ば
巡
回
訪
問
さ
せ
る
予

定
で
す
。
日
高
聖
職
候
補
生
自

身
も
視
力
の
障
害
を
も
っ
て
お

ら
れ
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
は
自

ら
障
害
者
で
あ
り
つ
つ
、
他
の

障
害
者
に
仕
え
る
責
任
を
委
ね

ら
れ
ま
す
。
日
高
聖
職
候
補
生

に
主
の
励
ま
し
と
導
き
、
ま
た

ご
本
人
自
身
の
健
闘
を
祈
り
ま

す
。
い
ず
れ
通
知
を
す
る
予
定

で
す
が
、
各
教
会
・
礼
拝
堂
、

あ
る
い
は
団
体
や
グ
ル
ー
プ
で

積
極
的
に
奉
仕
の
機
会
を
提
供

し
て
い
た
だ
き
、
障
害
者
に
つ

い
て
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

き
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

日
高
聖
職
候
補
生
に
よ
る
新
し

い
奉
仕
の
職
務
を
積
極
的
に
受

け
入
れ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

V
一
九
九
八
ラ
ン
べ
ス
会

議
に
つ
い
て

最
後
に
、
今
年
は
一
〇
年
に

一
度
開
か
れ
る
世
界
の
聖
公
会

の
主
教
会
議
で
あ
る
ラ
ン
ベ
ス

会
議
が
７
月
か
ら
８
月
に
か
け

て
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
で
開
か
れ
ま

す
。
ラ
ン
ベ
ス
会
議
の
テ
ー
マ

を
見
る
と
、
い
ま
世
界
の
聖
公

会
は
ど
の
よ
う
な
課
題
に
取
り

組
も
う
と
し
て
い
る
か
を
理
解

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
回

取
り
上
げ
る
テ
ー
マ
は
、
第
一

に
は
「
完
全
な
人
間
性
」
の
探

求
で
す
。
神
に
よ
っ
て
造
ら
れ

た
同
じ
人
間
の
間
で
の
貧
富
の

差
の
拡
大
、
対
立
と
闘
争
、
女

性
男
性
の
性
差
の
問
題
、
い
の

ち
を
操
作
す
る
技
術
の
進
歩
、

人
間
と
自
然
の
関
係
な
ど
、
現

代
は
人
間
と
し
て
生
き
る
こ
と

の
問
題
と
取
り
組
み
ま
す
。

第
二
に
は
、
福
音
伝
道
の
使

命
の
再
確
認
で
す
。
見
通
し
の

暗
い
世
界
に
あ
っ
て
、「
よ
き

お
と
ず
れ
」
を
伝
え
る
召
命
に

い
か
に
応
答
す
る
か
を
討
議
し

ま
す
。

第
三
に
は
教
会
も
世
界
も
多

様
化
し
て
い
る
現
状
を
認
識
し

て
、
そ
の
問
題
と
積
極
的
な
意

義
を
討
議
し
ま
す
。

第
四
に
は
、
多
様
化
の
世
界

で
分
裂
を
避
け
て
教
会
も
世
界

も
「
ひ
と
つ
に
な
る
」
と
い
う

一
致
と
平
和
の
福
音
の
課
題
を

ど
の
よ
う
に
達
成
す
る
か
と
い

う
こ
と
を
学
び
ま
す
。
い
ず
れ

年
内
に
は
報
告
と
決
議
が
出
版

さ
れ
る
予
定
で
あ
り
ま
す
の

で
、
教
会
の
グ
ル
ー
プ
で
の
学

習
の
テ
ー
マ
と
し
て
頂
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

以
上
を
も
ち
ま
し
て
、
開
会

の
ご
挨
拶
に
代
え
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
ご
清
聴
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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報

告

◇
常
置
委
員
会

▼
報
告
者

司
祭
五
十
嵐
正
司

委
員
長

Ａ
主
教
諮
問
に
対
す
る
答
申

!
人
事
＝
教
役
者
人
事
・
聖
職

候
補
生
の
実
習
教
会
・
聖
職

候
補
生
志
願
と
認
可
・
信
徒

奉
事
者
認
可
お
よ
び
分
餐
の

常
置
委
員
選
挙

選
挙
の
経
過
と
、
当
選
者
は

次
の
通
り
。

（
常
置
委
員
＝
聖
職
・
信
徒

各
三
人
。
敬
称
略
。
当
選
＝

出
席
教
役
者
議
員
・
信
徒

代
議
員
総
数
の
過
半
数
…

五
六
票
／
一
一
一
票
）

﹇
第
一
回
投
票
﹈

▽
聖
職
（
い
ず
れ
も
司
祭
）

当

五
十
嵐
正
司

67
票

当

前
田
　
良
彦

61
票

山
口
　
千
寿

36
票

佐
々
木
道
人

27
票

大
畑
　
喜
道

24
票

▽
信
徒

当

井
出
　
大
史

63
票

八
木
　
達
郎

53
票

小
野
　
　
翠

48
票

山
田
　
益
男

23
票

岡
野
　
　
峻

11
票

﹇
動
議
﹈
次
回
以
降
、
定
数
の
当

選
者
を
得
た
場
合
、
次
点
者

を
補
欠
と
す
る
（
可
決
）

﹇
第
二
回
投
票
﹈

▽
聖
職

佐
々
木
道
人

35
票

山
口
　
千
寿

30
票

大
畑
　
喜
道

15
票

▽
信
徒

当
　
八
木
　
達
郎

71
票

当
　
小
野
　
　
翠

59
票

次
　
山
田
　
益
男

22
票

﹇
第
三
回
投
票
﹈
　
　
　
　

▽
聖
職

佐
々
木
道
人

35
票

山
口
　
千
寿

30
票

大
畑
　
喜
道

15
票

﹇
動
議
﹈次
回
の
投
票
で
当
選
者

を
得
な
い
場
合
、
同
選
挙
に

お
け
る
上
位
二
名
に
よ
る
決

戦
投
票
と
す
る
（
可
決
）

﹇
第
四
回
投
票
﹈

▽
聖
職

当

佐
々
木
道
人

63
票

次

山
口
　
千
寿

22
票

注

教
区
会
終
了
後
に
行
わ
れ
た

常
置
委
員
会
で
、
常
置
委
員
長

に
五
十
嵐
司
祭
、
書
記
に
小
野

氏
が
そ
れ
ぞ
れ
互
選
さ
れ
た
。

許
可
・
派
遣
・
教
区
諸
委
員

の
推
薦

"
礼
拝
・
行
事
に
関
す
る
事
項

＝
東
京
教
区
第
83
（
臨
時
）

教
区
会
・
東
京
教
区
第
83

（
臨
時
）
教
区
会
延
期
・
東
京

教
区
第
83
（
臨
時
）
教
区
会
・

１
９
９
８
年
教
区
新
年
礼
拝

を
見
合
わ
せ
る
件
・
東
京
教

区
第
84
（
定
期
）
教
区
会

#
第
82
（
定
期
）
教
区
会
決
議

及
び
報
告
に
関
す
る
事
項
＝

設
置
さ
れ
た
委
員
会
の
委
員

推
薦
・
決
議
第
10
号
宗
教
法

人
「
日
本
聖
公
会
東
京
教

区
」
規
則
一
部
変
更
の
件
、

主
教
会
議
長
の
承
諾
書
受
領

（
省
略
）

Ｂ
決
議
決
定
事
項

!
財
産
の
管
理
・
財
政
関
連
＝

主
教
座
聖
堂
理
事
会
か
ら
送

付
さ
れ
た
件
を
承
認
。（
省

略
）

"
そ
の
他
の
事
項
＝
聖
救
主
教

会
・
聖
救
主
福
祉
会
に
関
す

る
件
・
常
置
委
員
会
傍
聴
の

ル
ー
ル
の
件
・
東
京
、
北
関

東
、
横
浜
三
教
区
常
磐
沿
線

宣
教
協
働
委
員
会
の
件
・

「
日
本
聖
公
会
東
京
教
区
小

平
墓
地
運
営
規
則
」
一
部
改

訂
の
件
・
教
区
会
年
度
複
数

回
開
催
の
件
・
（
省
略
）

▼
そ
の
他
・
報
告

山
口
千
寿
司
祭

聖
救
主
福
祉

会
理
事
長
と
し
て
、
高
齢
者

施
設
建
設
に
つ
い
て
進
捗
状

況
を
説
明
し
た
。

!
未
解
決
の
日
照
権
に
伴
う
案

件
が
あ
り
、
都
か
ら
の
助
成

金
の
内
示
が
出
て
い
な
い
が

近
く
下
り
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
る
。

"
施
設
長
・
岩
前
司
祭
を
中
心

に
井
出
典
子
氏
の
協
力
も
得

て
人
の
輪
を
広
げ
、
開
設
準

備
室
に
よ
り
具
体
的
な
プ
ラ

ン
を
練
っ
て
い
く
。
資
金
的

裏
付
け
が
重
要
課
題
な
の
で

募
金
へ
の
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
た
い
。

◇
宣
教
委
員
会

▼
報
告
者

司
祭
佐
々
木
道
人

前
委
員
長

▽
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー

担
当
者
を
交
え
て
の
活
動
報
告

▽
96
年
に
教
区
会
で
決
定
し
た

「
東
京
教
区
宣
教
方
針
」を
踏
ま

え
、
そ
こ
に
立
ち
活
動
す
る
よ

う
に
努
め
て
き
た
。
三
つ
の
課

題
を
掲
げ
、第
一
に
、当
委
員
会

の
も
と
に
二
つ
の
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
を
設
置
し
、
教
育
に

関
わ
る
活
動
と
、
東
京
教
区

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設
を
推
し
進

め
て
き
た
、
現
在
も
継
続
中
で

あ
る
。
第
二
に
、機
構
改
革
後
の

問
題
点
と
し
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
在
り
方
、教
育
・
渉
外
部
門

の
位
置
づ
け
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
改
善
に
努
力
し
て
き

た
が
、（
活
動
期
間
と
活
動
予
算

の
ズ
レ
・
教
区
会
開
催
時
期
と

の
整
合
性
等
）
共
通
理
解
は
な

お
不
十
分
に
つ
き
、
今
後
さ
ら

な
る
検
討
を
願
い
た
い
。
第
三

に
、「
教
区
の
司
牧
体
制
の
在
り

方
」に
つ
い
て
、意
見
交
換
会
を

開
催
し
、
多
数
の
参
加
者
が
関

心
を
寄
せ
て
お
り
、
今
後
も
い
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ろ
い
ろ
な
形
で
、
深
め
る
必
要

が
あ
る
。

▽
新
た
な
宣
教
の
課
題
と
し
て

高
齢
者
の
問
題
が
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
さ
れ
て
お
り
、第
82（
定

期
）教
区
会
に「
高
齢
者
問
題
検

討
委
員
会
」
設
置
の
議
案
を
当

委
員
会
よ
り
提
出
し
、
承
認
さ

れ
た
。

▽
３
月
終
了
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

児
童
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
Ｐ

大
畑
司
祭
＝
資
料
が
膨
大
で

あ
り
、
翻
訳
ス
タ
ッ
フ
の
不

足
な
ど
に
よ
り
目
標
は
達
成

出
来
な
か
っ
た
。
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
、Ｃ
Ｄ
‐
Ｒ
Ｏ
Ｍ
な

ど
の
新
し
い
メ
デ
ィ
ア
を
活

用
し
、
今
後
の
資
料
提
示
と

し
て
、
役
立
て
た
い
。

ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
Ｐ

五
十
嵐
司
祭
＝
ス
チ
ュ
ワ
ー

ド
シ
ッ
プ
の
意
味
の
具
体
化

に
努
め
て
き
た
。
今
後
は
、各

教
会
に
、

ス
チ
ュ
ワ
ー
ド

シ
ッ
プ
担
当
者
を
継
続
し
て

置
き
、信
徒
一
人
一
人
が
、実

践
的
に
生
き
ら
れ
る
よ
う
促

し
て
い
き
た
い
。
そ
の
意
味

し
の
中
で
特
別
な
宣
教
的
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
必
要
か
否
か
今
後
の

協
議
事
項
と
し
て
い
き
た
い
。

▽
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

　
今
回
、
三
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
の
設
置
が
承
認
さ
れ

た
が
、
い
ず
れ
も
98
年
３
月
に

活
動
期
限
が
終
了
し
、
今
後
３

年
の
活
動
を
継
続
す
る
も
の
で

あ
る
。

メ
リ
ー
ラ
ン
ド
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム

　
リ
ー
ダ
ー

五
十
嵐
正
司
司

祭
＝
昨
年
、
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
教

区
の
イ
ー
ロ
フ
主
教
ら
を
招
い

て
の
協
議
で
、東
京
、メ
リ
ー
ラ

ン
ド
教
区
の
間
は
相
互
に
与
え

相
互
に
受
け
、
そ
し
て
学
び
を

深
め
合
う
関
係
へ
と
進
ん
で
き

て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
こ

の
関
係
の
上
に
立
っ
て
今
後
３

年
間
の
協
働
関
係
の
新
た
な
展

開
を
計
る
。

　
具
体
的
に
は

＊
女
性
聖
職
の
働
き
と
彼
女
た

ち
を
支
え
る
人
々
と
の
出
会

い
を
経
験
す
る
。
女
性
の
司

祭
按
手
の
実
現
を
促
進
す
る

委
員
会
と
の
協
働
で
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
作
成
し
、
今
秋
実
施

の
予
定
。

＊
信
徒
と
聖
職
と
の
協
働
に
つ

い
て
学
ぶ
。

＊
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
の
ア
ウ
ト

リ
ー
チ
活
動
を
成
人
信
徒
が

み
る
。
来
年
度
予
定
。

＊
テ
ィ
ー
ン
ズ
の
訪
問
。
来
年

夏
に
予
定
。

＊
相
互
の
代
祷
。

＊
教
区
時
報
の
交
換
。

＊
98
年
度
予
算
　
八
七
万
円

「
カ
パ
テ
ィ
ラ
ン
」プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム

　
リ
ー
ダ
ー

宮
崎
光
司
祭
＝

昨
年
度
ま
で
、滞
日
・
在
日
フ
ィ

リ
ピ
ン
人
宣
教
・
奉
仕
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
活
動
を
続
け

て
き
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、
活

動
の
性
格
を
よ
り
わ
か
り
や
す

く
す
る
た
め
に
改
名
し
た
。

目
的
な
ど
、
以
下
の
通
り
。

＊
日
本
に
滞
在
・
在
住
す
る

フ
ィ
リ
ピ
ン
人
（
及
び
そ
の

家
族
）
へ
の
宣
教
・
牧
会
・
奉

仕
を
行
っ
て
い
る
「
カ
パ

テ
ィ
ラ
ン
」
の
運
営
及
び
活

動
支
援
。

＊「
カ
パ
テ
ィ
ラ
ン
」活
動
を
通

し
て
、教
区
内
の
教
役
者
・
信

徒
が
自
分
た
ち
の
課
題
を
見

つ
め
、受
け
と
め
、主
に
あ
る

兄
弟
姉
妹
の
困
難
、
悲
し

み
、
希
望
、
喜
び
を
、
共
に
分

か
ち
合
う
関
係
へ
と
促
さ
れ

て
い
く
こ
と
を
目
指
す
。

＊「
カ
パ
テ
ィ
ラ
ン
」運
営
体
制

の
整
備
・
位
置
づ
け
を
行
う
。

＊
98
年
度
予
算
　
四
九
七
万

（
内
、
三
五
〇
万
円
は
募
金
）

昨
年
度
よ
り
約
五
〇
万
円
の
予

算
増
に
つ
い
て
質
問
が
で
た

が
、こ
れ
は「
カ
パ
テ
ィ
ラ
ン
」

が
行
っ
て
い
る
電
話
相
談
の
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
を
増
員
し
て
日
本

で
は
、
新
し
い
宣
教
委
員
会

に
期
待
し
て
い
る
。

「
ソ
ウ
ル
・
東
京
21
世
紀
宣
教
大

会
」Ｐ

長
谷
川
司
祭
＝
無
事

終
了
し
た
旨
の
報
告
。
ソ
ウ
ル

教
区
と
の
未
来
に
向
け
て
の

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
・
宣
教
的

な
責
任
の
確
認
を
果
た
し
、今

ま
で
よ
り
一
歩
進
ん
だ
両
教

区
の
足
掛
か
り
と
な
っ
た
が
、

歴
史
的
背
景
を
ふ
り
か
え
っ

て
も
、宣
教
姿
勢
に
隔
た
り
が

あ
る
点
等
、今
後
の
参
考
に
し

て
い
き
た
い
。

▽
今
年
の
宣
教
委
員
長

▼
加
藤
博
道
司
祭
　

宣
教
委
員
会
・
委
員
長
と
し

て
確
固
た
る
活
動
方
針
を
打
ち

出
す
に
は
、
活
動
期
間
が
浅

く
、模
索
中
で
あ
る
が
、開
催
さ

れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
、
活
動
を

通
じ
て
、
機
構
改
革
後
の
「
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
の
問
題

に
つ
い
て
、
教
区
全
体
の
教

育
・
生
活
に
積
極
的
に
関
わ

り
、促
進
す
る
形
で
働
き
た
い
。

特
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
と

各
教
会
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
留
意
し
た
い
。

機
構
改
革
後
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
制
に
つ
き
、
目
標
の
立
て

方
、
明
確
さ
、「
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド

シ
ッ
プ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」な
ど

活
動
期
間
を
終
え
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
課
題
の
継
続
方
法
な
ど

を
含
め
て
、
宣
教
委
員
会
と
し

て
積
極
的
に
関
わ
っ
て
教
区
レ

ベ
ル
で
の
教
育
・
奉
仕
に
携
わ

り
活
動
を
共
に
し
て
い
け
る
よ

う
に
し
た
い
。
二
○
○
○
年
ま

た
は
二
○
○
一
年
と
い
う
機
会

を
単
に
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
受
け

止
め
る
こ
と
な
く
、
教
区
の
学

び
、
各
個
教
会
の
歩
み
と
見
直
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語
、
タ
ガ
ロ
グ
語
両
方
の
相
談

を
毎
日
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す

る
た
め
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

「
障
害
者
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
　
リ
ー
ダ
ー

日
高
実
則
聖
職

候
補
生
＝
障
害
を
担
う
人
と

「
健
常
者
」の
出
会
い
の
場
を
設

定
す
る
。

＊
互
い
に
社
会
、
教
会
の
中
で

自
然
に
生
き
る
こ
と
の
で
き

る
道
を
模
索
す
る
こ
と
を
目

的
に
、「
お
話
を
聴
く
会
」
や

障
害
を
担
っ
た
方
々
を
中
心

に
し
た
キ
ャ
ン
プ
の
開
催
を

計
画
。

＊
ま
た
、「
障
害
者
」
に
対
し
て

開
か
れ
た
教
会
の
在
り
方
を

促
進
す
る
た
め
の
ア
ド
バ
イ

ス
、
教
区
、
教
派
を
超
え
た

「
障
害
者
」
の
た
め
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
作
り
も
進
め
る
。

＊
98
年
度
予
算
　
四
二
万
五
千

円
◇
財
政
委
員
会
報
告

▼
報
告
者
　
田
島
信
次
委
員
長

▽
97
年
度
収
支
決
算

支
出
＝
人
件
費
は
予
算
作
成
後

聖
職
一
名
が
出
向
決
定
な
ど

議
案
審
議

議
案
第
８
号
―
一
九
九
七
年
度

教
区
会
計
（
一
般
会
計
・
特
別

会
計
・
収
益
事
業
会
計
）
決
算

承
認
の
件

議
案
第
９
号
―
一

九
九
八
年
度
教

区
会
計
予
算
承

認
の
件

　
田
島
財
政
委
員

長
か
ら
98
年
度
予

算
案
作
成
後
に
聖

職
者
の
人
事
移
動

が
あ
り
人
件
費
約

に
よ
り
予
算
費
約
五
五
〇
万

円
の
減
少
。
諸
委
員
会
、プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
活
動
費
は
約
四
五

〇
万
円
減
少
。

収
入
＝
教
区
費
分
担
金
予
算
費

約
四
五
〇
万
円
の
減
少
。
収

益
事
業
収
益
一
〇
〇
万
円
の

減
少
。
…
等
に
予
備
費
三
〇

〇
万
円
不
使
用
に
よ
っ
て
資

金
取
り
崩
し
額
は
予
算
七
〇

〇
万
円
に
対
し
て
四
〇
万
円

に
と
ど
ま
っ
た
。

▽
98
年
度
収
支
予
算

97
年
度
予
算
比
で
の
主
な
増
減

は
、

▽
教
区
事
務
所
費
＝
三
四
七
万

円
増
（
ラ
ン
ベ
ス
会
議
費
二
〇

〇
万
円
計
上
）▽
諸
委
員
会
・
Ｐ

／
Ｔ
活
動
費
＝
三
一
〇
万
円
減

▽
教
会
援
助
費
＝
二
七
万
円
減

少
▽
献
金
そ
の
他
収
入
＝
一
三

四
万
円
減
少
▽
予
備
費
＝
一
〇

〇
万
円
減
少
▽
資
金
取
り
崩
し

＝
二
〇
〇
万
円
▽
牧
師
給
＝
約

二
六
二
万
円
増
…
と
な
り

教
区
費
分
担
額
（
教
区
諸
経
費

＋
牧
師
給
の
合
計
）
は
約
二
七

二
百
万
円
（
一
・
五
八
％
増
）
と

な
っ
た
。

◇
主
教
座
聖
堂
理
事
会

規
則
お
よ
び
関
係
資

金
・
基
金
に
関
す
る

検
討
委
員
会
報
告

▼
報
告
者
　
山
田
益
男
氏

　
本
委
員
会
は
第
82（
定
期
）教

区
会
に
提
出
さ
れ
た
主
教
座
聖

堂
関
連
議
案
第
17
、
18
、
19
号

を
審
議
す
る
た
め
に
た
て
ら
れ

た
委
員
会
で
あ
る
。
検
討
結
果

は
次
の
通
り
。

?
資
金
・
基
金
の
殆
ど
は
米
国

聖
公
会
諸
機
関
か
ら
主
教
座

聖
堂
の
建
築
、
活
動
の
た
め

に
捧
げ
ら
れ
た

@
現
在
ま
で
主
教
座
聖
堂
理
事

会
は
、
関
係
資
金
基
金
の
果

実
の
活
用
に
つ
い
て
年
一
回

程
度
開
催
す
る
だ
け
で
聖
堂

と
し
て
の
独
自
の
活
動
は
な

か
っ
た
。

A
今
般
聖
ア
ン
デ
レ
教
会
、
聖

ア
ン
デ
レ
主
教
座
聖
堂
が
新

築
さ
れ
主
教
座
聖
堂
の
働
き

を
活
発
化
す
る
た
め
に
提
出

さ
れ
た
議
案
で
あ
る

B
理
事
会
規
則
の
改
正

�
主
教
座
聖
堂
の
活
動
内
容

を
明
確
に
す
る

�
理
事
の
構
成
は
常
置
委
員

会
主
体
を
変
更
し
、
聖
ア

ン
デ
レ
教
会
、
聖
オ
ル
バ

ン
教
会
委
員
、
教
区
主
事

代
表
を
加
え
る

�
活
動
委
員
会
（
現
行
規
則

で
は
実
行
委
員
会
）
を
た

て
、
働
き
を
実
働
化
す
る

C
活
動
基
金
・
活
動
資
金
・
建
築

資
金
は
教
区（
特
別
会
計
）に

て
管
理
運
営
さ
れ
、
活
動
基

金
の
果
実
は
活
動
資
金
と
し

て
主
教
座
聖
堂
の
働
き
に
限

定
し
て
、
教
区
一
般
会
計
に

繰
り
入
れ
て
用
い
て
き
た
。

し
か
し
前
項（
１
）の
理
由
に

よ
り

�
活
動
基
金
は
活
動
資
金
に

統
合
し
、
管
理
運
用
を
主

教
座
聖
堂
に
移
管
す
る

�
建
築
資
金
は
建
築
維
持
資

金
と
し
、
管
理
運
用
を
主

教
座
聖
堂
に
移
管
す
る

一
一
百
万
円
増
が
見
込
ま
れ
る

が
、今
年
度
教
分
担
金
の
全
面
的

修
正
は
行
わ
な
い
旨
の
説
明
が

あ
っ
た
。
両
件
共
、
格
別
の
質
疑

無
く
承
認
さ
れ
た
。

（参考）決算数字の一部

単位：百万円

９６年 ９７年 ９８年
（予算）

総額 ３５４ ３５５ ３５２

教区費
分担金

２５０ ２６１ ※２６６

資金取崩 １１ ０．４ ５

諸委員会
諸活動費

１７ １７ １８

阪神
復興募金

４７ ５４ ４１

註 ※１１百万円を加えて２７７百万とす
べきもの
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議
案
第
７
号
―
祈
祷
書
研
究
委

員
会
（
仮
称
）
設
置
の
件

祈
祷
書
を
信
仰
の
活
動
の
書
か

れ
た
も
の
と
捉
え
、
現
行
祈
祷

書
を
非
難
・
訂
正
・
修
正
す
る
と

い
う
意
図
か
ら
で
は
な
く
、
先

の
改
正
を
受
け
て
か
ら
今
後
の

流
れ
を
研
究
し
よ
う
と
す
る
も

の
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。
委
員

の
任
期
に
つ
い
て
は
、
次
々
（
定

期
）
総
会
閉
会
ま
で
と
し
、
予
算

に
つ
い
て
は
、
管
区
の
常
置
委

員
会
に
一
任
す
る
等
の
修
正
の

後
、可
決
さ
れ
た
。

議
案
第
11
号
―
聖
ア
ン
デ
レ
主

教
座
聖
堂
理
事
会
規
則
改
正

の
件

　
採
決
の
結
果
、
賛
成
73
人
（
出

席
110
人
）で
改
正
案
通
り
承
認
。

〈
質
疑
か
ら
〉

▽
聖
ア
ン
デ
レ
教
会
牧
師
を
主

教
座
聖
堂
主
任
司
祭
と
規
定

し
て
い
る
が
本
来
別
人
格
で

あ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
…
海
外
で
も
同
一
人
格
の
場
合

も
あ
る
。
主
教
座
聖
堂
か
聖
ア

ン
デ
レ
教
会
に
置
か
れ
て
い

る
の
だ
か
ら
同
一
人
格
の
方

が
良
い
働
き
が
期
待
出
来
る

の
で
は
な
い
か
。

▽
聖
オ
ル
バ
ン
教
会
副
牧
師
を

副
理
事
長
に
し
て
い
る
が
副

理
事
長
と
は
…
。

　
…
副
理
事
長
と
は

ま
た
は

を
規

定
し
た
も
の
で
あ
る
。

▽
教
区
宣
教
主
事
を
活
動
委
員

に
し
て
い
る
が
理
事
に
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

　
…
教
区
主
事
代
表
一
名
を
理

事
に
し
て
い
る
。
宣
教
主
事
は

活
動
主
事
が
妥
当
だ
と
思

う
。

議
案
第
12
号
―
主
教
座
聖
堂
建

築
資
金
を
主
教
座
聖
堂
建
築

維
持
資
金
に
変
更
す
る
件

　
過
去
、教
区
会
館
の
修
繕
に
建

築
資
金
を
使
用
し
た
経
緯
が
あ

る
。
今
後
も
使
用
出
来
る
の
か
と

の
質
問
に
対
し
て
、そ
の
よ
う
に

思
う
と
の
回
答
が
あ
っ
た
が
質

疑
継
続
中
に
修
正
案
の
提
出
が

あ
っ
た
。

▽
第
12
、13
号
議
案
に
つ
い
て
の

訂
正
案「
主
教
座
聖
堂
理
事
会
の

管
理
の
も
と
…
資
金
と
し
て
用

い
る
」
を
「
主
教
座
聖
堂
理
事
会

の
立
案
に
基
づ
き
常
置
委
員
会

の
承
認
を
得
て
…
資
金
と
し
て

用
い
る
」
と
変
更
す
る
も
の
。

▽
採
決
の
結
果
、賛
成
63
人
で
修

正
案
を
承
認
。

議
案
第
14
号
日
本
聖
公
会
東
京

教
区
諸
基
金
・
資
金
規
定
の
一

部
改
定
の
件

　
第
12
号
、13
号
議
案
の
修
正
可

決
に
伴
っ
て
本
案
も
修
正
可
決

さ
れ
た
。

議
案
第
15
号
―「
現
行
の
教
区
費

分
担
金
算
出
方
法
を
検
討
す
る

特
別
委
員
会
」
設
置
の
件

　
現
行
の
教
区
費
分
担
金
算
出

方
法
が
各
教
会
の
環
境
変
化
に

対
応
出
来
得
な
い
も
の
に
な
り

つ
つ
あ
る
と
い
う
意
見
を
背
景

に
、改
め
て
現
行
方
式
の
経
過
と

そ
こ
で
期
待
さ
れ
た
効
果
に
つ

い
て
調
査
し
、具
体
的
な
算
出
方

法
に
つ
い
て
の
仕
様
を
次
期
教

区
会
に
報
告
す
る
と
し
て
、可
決

し
た
。

決
議
第
24
号
―
東
京
教
区
常
置

委
員
選
出
方
法
規
則
改
定
の

件（
修
正
案
）

　
教
区
常
置
委
員
を
選
出
す
る

に
あ
た
っ
て
被
選
挙
者
の
情
報

が
公
表
さ
れ
て
お
ら
ず
、聖
職
議

員
・
信
徒
代
議
員
名
簿
が
唯
一
の

情
報
源
と
な
り
か
ね
な
い
状
況

の
中
で
、
自
推
、
他
推
に
よ
る
公

募
が
出
来
る
よ
う
な
選
出
方
法

の
制
度
化
に
向
け
て
具
体
的
に

検
討
し
、必
要
な
議
案
を
次
期
教

区
会
に
提
出
す
る
よ
う
提
案
し

た
も
の
で
、
原
案
を
整
理
、
修
正

し
た
形
で
可
決
さ
れ
た
。

―日本聖公会東京教区宣教方針―

神はその独り子をお与えになったほどに、

世を愛された。（ヨハネ３：１６）

父が私をお遣わしになったように、
私もあなたがたを遣わす。（ヨハネ２０：２１）

神は私たちを、歴史に関わり、責任を果たすよう、こ
の２１世紀にむかう東京へ遣わされています。
遣わされた様々な場で私たちは、「最も小さい者」

（マタイ２５：４０）の声を聞き、悔い改め、共に苦しむ
事を通して、主に出会うことを、神から求められて
います。このような出会いにおいて、私たち自身も
生かされ、共に喜ぶ者とされます。

私たちは教会の様々な課題、すなわち礼拝、教育、奉
仕などを「他者と出会い、仕えるために遣わされる」
という運動の中で見直し、働きます。

そのために私たちは、
１ 主イエスに従い、毎日の生活で「最も小さい者」

と出会います。
そしてその交わりの中で、聖書を学び直し、祈り
ます。

２「最も小さい者」との出会いによる学びと祈り
を、礼拝・サクラメントに持ち寄ります。

そして審かれ、祝福され、結び合わされ、力を与え
られ、再出発します。

このように、私たちは、他者との出会いにおいて、十
字架を通して復活させられ、神の平和と正義の実現
に参与するため働きます。



１９９８年７月１２日 東京教区時報 《特集号》 （10）

第８４（定期）教区会・第５１（定期）総会特集

日
本
聖
公
会
第
五
一
（
定
期
）
総
会
が
５
月
26
日
か

ら
28
日
ま
で
、
聖
ア
ン
デ
レ
教
会
、
ホ
ー
ル
で
行
わ

れ
た
。
ま
た
そ
の
報
告
を
聞
く
た
め
、
去
る
６
月
13

日
に
は
同
じ
く
聖
ア
ン
デ
レ
ホ
ー
ル
で
拡
大
宣
教

委
員
会
が
開
か
れ
た
。
そ
の
折
り
の
東
京
教
区
代
議

員
の
う
ち
、
山
野
繁
子
執
事
、
山
田
益
男
氏
、
井
出

大
史
氏
ら
の
報
告
か
ら
総
会
の
様
子
を
眺
め
て
み
る
。

ま
た
首
座
主
教
に
は
竹
田
眞
東
京
教
区
主
教
が
選

出
さ
れ
、
管
区
総
主
事
に

は
輿
石
勇
司
祭
が
指
名
さ

れ
た
。
儀
礼
的
な
議
案
を

含
め
四
五
の
議
案
が
審
議

さ
れ
た
が
、
主
な
も
の
は

山
田
氏
の
報
告
を
含
め
て

次
の
通
り
。

決
議
第
26
号
―
日
本
聖
公
会
法

規
の
一
部
を
改
正
す
る
件

（
法
規
第
20
号
第
１
項
）
の
改

正総
会
全
体
の
流
れ
と
審
議
の

報
告
が
さ
れ
た
。

八
年
前
の
総
会
に
始
め
て
こ

の
改
正
案
が
提
案
さ
れ
て
か
ら

長
い
時
間
を
か
け
反
対
派
、
賛

成
派
共
に
話
し
合
い
を
重
ね
て

来
た
。
総
会
の
議
決
に
な
じ
ま

な
い
と
考
え
る
人
も
あ
る
が
、

総
会
の
中
で
し
か
議
決
を
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
…
常
に
謙
虚

な
姿
勢
を
も
っ
て
臨
み
た
い
…

未
来
へ
の
道
は
常
に
工
事
中
で

あ
る
…
な
ど
首
座
主
教
代
務
者

飯
田
主
教
や
総
主
事
代
行
興
石

司
祭
の
言
葉
を
引
用
さ
れ
な
が

ら
報
告
が
始
ま
っ
た
。

中
部
教
区
渋
沢
司
祭
に
よ
る

提
案
理
由
は

・
両
派
と
も
議
論
し
尽
く
し
た

と
ま
で
は
言
え
な
い
が
、
も

は
や
時
期
尚
早
と
も
言
え
な

い
。

・
聖
書
は
ど
う
言
っ
て
い
る

か
。
イ
エ
ス
も
弟
子
も
男
性

で
あ
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る

が
、
女
性
の
召
命
感
は
間

違
っ
て
い
る
と
言
え
る
の

か
？
等
が
投
げ
掛
け
ら
れ
た

…
。

そ
れ
に
対
し
質
問
と
し
て

・
女
性
が
主
教
に
な
る
可
能
性

が
出
て
く
る
が
…
。

・
綱
憲
、
法
憲
の
改
正
は
必
要

な
い
か
。

・
法
規
改
正
案
と
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
の
議
案
を
一
括
審
議
す
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

等
が
出
さ
れ
、
多
く
の
時
間

を
割
い
て
話
し
合
い
が
も
た
れ

た
。
採
決
に
先
だ
っ
て
動
議
が

二
案
出
さ
れ
た
。

?
第
二
〇
条
改
正
の
施
行
を
二

〇
〇
〇
年
一
月
一
日
か
ら
に

す
る
。

@
議
案
の
表
決
は
無
記
名
投
票

に
す
る
。

各
々
動
議
の
採
決
は
?
は
否

決
@
は
可
決
。

本
件
の
採
決
に
入
り
結
果
は
、

（
賛
成
）（
反
対
）

主
教
票

一
〇

一

代
議
員

三
〇

一
三

で
可
決
さ
れ
た
。

飯
田
主
教
は
今
後
と
も
内
に

問
題
を
抱
え
な
が
ら
、
日
本
聖

公
会
は
前
に
進
ん
で
行
く
と
コ

メ
ン
ト
さ
れ
た
。

終
り
に
山
野
執
事
は
、「
女

性
の
司
祭
志
願
の
た
め
に
扉

が
開
か
れ
た
事
を
喜
び
、同
時

に
今
後
の
教
会
生
活
で
信
徒

も
教
役
者
も
積
極
的
に
両
性

の
協
働
に
よ
る
働
き
を
持
ち

続
け
、福
音
宣
教
の
広
が
り
と

豊
か
さ
に
向
け
一
致
と
多
様

性
を
大
切
に
し
な
が
ら
進
ん

で
行
き
た
い
」と
結
ば
れ
た
。

決
議
第
28
号
―
女
性
司
祭
の
実

現
に
伴
う
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

承
認
す
る
件

本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
判
断
基
準

で
は
な
く
、
今
後
起
こ
り
得
る
事

象
を
想
定
し
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
を

集
大
成
し
た
性
格
の
も
の
で
、
矛

盾
が
あ
っ
た
り
、
右
も
左
も
上
も

下
も
有
る
よ
う
な
表
現
に
な
っ
て

い
る
。
日
本
聖
公
会
が
一
致
を
求

め
て
努
力
を
重
ね
て
い
く
た
め

に
、
幅
と
奥
行
き
の
あ
る
文
書
で

あ
る
こ
と
が
議
場
で
論
議
、
確
認

さ
れ
可
決
さ
れ
た
。

決
議
第
30
号
―
女
性
の
司
祭
按

手
に
伴
う
諸
問
題
を
取
り
扱

う
調
整
委
員
会
設
置
の
件

予
想
の
で
き
な
い
状
況
が
生

み
出
さ
れ
る
可
能
性
が
大
き
い

と
考
え
ら
れ
る
た
め
、調
整
委
員

会
を
設
置
す
る
こ
と
が
可
決
さ

れ
た
。
本
委
員
会
は
調
停
機
関
で

は
な
く
、調
査
や
助
言
を
行
い
、

ま
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
修
正
の

必
要
が
生
じ
た
場
合
、本
調
停
委

員
会
が
そ
の
作
業
を
行
う
事
が

追
加
さ
れ
た
こ
と
が
井
出
氏
よ

り
報
告
が
な
さ
れ
た
。

日
本
聖
公
会
総
会
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☆
女
性
の
司
祭
是
認
決
議
（
法

規
第
二
〇
条
改
正
）

女
性
の
主
教
の
是
非
に
つ
い

て
の
議
論
が
さ
れ
て
い
な
い
、

時
期
尚
早
、
グ
ノ
ー
シ
ス
に
み

ら
れ
る
誤
り
と
い
っ
た
反
対
者

か
ら
の
発
言
は
あ
っ
た
が
、
議

長
は
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
賛

成
・
反
対
者
双
方
と
も
お
互
い

を
説
得
す
る
こ
と
は
出
来
な

か
っ
た
こ
と
は
残
念
で
あ
る
と

コ
メ
ン
ト
し
、
採
決
し
て
よ
い

か
と
議
場
に
図
り
、
議
場
の
雰

囲
気
は
採
決
す
べ
き
時
期
に
き

て
い
る
と
の
判
断
で
採
決
さ
れ

た
。
結
果
は
主
教
議
員
賛
成
一

〇
票
、反
対
一
票
で
、代
議
員
賛

成
三
〇
票
、
反
対
一
三
票
で

あ
っ
た
。
混
乱
も
な
く
、比
較
的

平
穏
の
内
に
こ
の
重
要
な
決
定

が
な
さ
れ
た
。

☆
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
調
整
委
員

会
の
設
置

女
性
の
司
祭
叙
任
が
実
現
す

る
こ
と
で
、
聖
公
会
に
分
裂
と

混
乱
が
生
じ
な
い
た
め
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
の
策
定
と
、
問
題
が

生
じ
た
際
に
当
事
者
に
意
見
を

聞
き
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
趣
旨

に
沿
っ
た
助
言
を
行
う
調
整
委

員
会
の
設
置
が
決
議
さ
れ
た
。

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
は
分

か
り
に
く
い
表
現
も
あ
る
と
の

こ
と
で
、
修
正
案
が
出
さ
れ
た

が
、原
案
は
賛
成
者
・
反
対
者
双

方
の
希
望
を
調
整
し
て
ま
と
め

た
も
の
で
あ
る
の
で
、
整
理
さ

れ
て
い
な
い
部
分
は
あ
る
が
そ

の
ま
ま
認
め
て
欲
し
い
と
、
提

案
者
か
ら
希
望
が
あ
り
、
議
場

は
原
案
ど
お
り
可
決
し
た
。

☆
主
教
会
報
告
へ
の
要
望

主
教
会
の
報
告
は
議
題
項
目

の
羅
列
紹
介
だ
け
で
、
内
容
の

説
明
は
全
く
無
い
こ
と
に
つ
い

て
、
主
教
会
は
制
度
上
総
会
に

報
告
の
義
務
は
な
い
も
の
の
、

機
密
事
項
以
外
の
こ
と
は
話
し

合
わ
れ
た
内
容
の
方
向
性
だ
け

☆
教
区
常
置
委
員
会
の
組
織
に

関
す
る
法
規
改
正

「
現
任
の
司
祭
３
人
お
よ
び

成
人
の
現
在
受
聖
餐
者
３
人
で

組
織
す
る
。」と
あ
る
の
を「
現
任

の
司
祭
と
執
事
３
３
人
お
よ
び

成
人
の
現
在
受
聖
餐
者
３
人
で

組
織
す
る
。」
と
改
正
す
る
も
の

で
あ
る
。
執
事
職
の
人
が
除
外
さ

れ
て
い
た
も
の
を
適
格
者
と
し

て
認
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

☆
「
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
平

和
・
和
解
資
金
」
設
置

ブ
ラ
ウ
ニ
ン
グ
前
米
国
聖
公

会
総
裁
主
教
を
退
任
さ
れ
る
に

あ
た
り
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域

日
米
協
動
宣
教
事
業
の
た
め
に
、

日
本
聖
公
会
に
５
万
米
ド
ル
の

献
金
が
あ
っ
た
。
こ
れ
を
受
け
、

日
本
聖
公
会
と
し
て
、
ア
ジ
ア
・

太
平
洋
地
域
の
平
和
と
和
解
の

実
現
の
た
め
に
、総
額
二
〇
〇
〇

万
円（
ブ
ラ
ウ
ニ
ン
グ
資
金
六
二

〇
万
円
、大
斎
克
己
献
金
九
〇
〇

万
円
、一
般
募
金
四
八
〇
万
円
と

い
う
内
訳
）の
募
金
を
行
う
こ
と

を
決
議
し
た
。

で
も
紹
介
し
て
欲
し
い
と
議
場

か
ら
要
望
意
見
が
出
さ
れ
た
。

☆
宗
教
法
人
東
京
教
区
規
則
改

正
の
承
認

租
税
特
別
措
置
法
第
四
〇
条

の
優
遇
措
置
が
得
ら
れ
る
た
め

の
、
公
益
性
を
高
め
る
規
則
改

正
（
責
任
役
員
を
親
族
で
占
め

な
い
こ
と
、
責
任
役
員
の
職
務

を
明
確
に
す
る
、
監
事
を
置
く

等
）が
総
会
の
承
認
を
得
た
。
教

区
事
務
所
に
総
主
事
を
置
く
こ

と
も
も
ら
れ
て
い
る
。

☆
管
区
の
機
構
を
見
直
す
委
員

会
設
置

限
ら
れ
た
財
源
と
人
的
資
源

の
中
で
、
そ
れ
ら
を
有
効
に
管

区
の
働
き
に
用
い
た
い
と
の
趣

旨
。
既
存
の
委
員
会
の
中
に
は

存
続
期
限
の
定
め
ら
れ
て
い
な

い
も
の
、
任
務
が
重
複
す
る
も

の
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
大
切
な

働
き
で
は
あ
る
が
、
管
区
レ
ベ

ル
で
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も

の
等
優
先
順
位
を
付
け
て
見
直

す
こ
と
に
な
っ
た
。

☆
教
役
者
年
金
掛
け
金
の
増
額

低
金
利
、教
役
者
の
減
少
、
等

の
状
況
で
維
持
が
困
難
に
な
っ

て
い
る
聖
公
会
教
役
者
年
金
制

度
を
続
け
て
行
く
た
め
、
必
要

最
小
限
の
掛
け
金
の
値
上
げ
を

決
め
た
も
の
。
し
か
し
、二
人
の

現
職
が
一
人
の
Ｏ
Ｂ
を
支
え
る

現
状
と
現
状
二
％
で
し
か
ま

わ
っ
て
い
な
い
金
利
を
五
・
五

％
と
し
た
運
用
予
測
を
考
え
る

と
将
来
性
に
は
な
お
不
安
も
残

る
。

☆
総
会
代
議
員
選
挙
規
則
一
部

改
正

女
性
の
信
徒
が
多
い
聖
公
会

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
総
会
の
信

徒
代
議
員
の
数
は
圧
倒
的
に
男

性
が
多
い
現
状
を
鑑
み
て
、
バ

ラ
ン
ス
を
と
る
た
め
に
男
女
各

１
名
と
し
て
は
ど
う
か
と
い
う

提
案
で
あ
る
。
趣
旨
は
理
解
さ

れ
た
も
の
の
、
選
出
に
縛
り
が

か
か
っ
て
、
運
用
し
に
く
い
と

い
う
教
区
も
あ
っ
て
否
決
と

な
っ
た
。

◇
山
田
益
男
氏
の
報
告
（
抜
）
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☆
祈
祷
書
研
究
委
員
会
設
置

口
語
祈
祷
書
が
広
く
用
い

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
中
で
、

問
題
指
摘
が
出
さ
れ
て
い
る

が
、
管
区
に
そ
れ
を
受
け
止
め

る
部
署
が
な
い
と
い
う
こ
と

で
、
東
京
教
区
が
設
置
を
提
案

し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、管

区
の
機
構
を
見
直
そ
う
と
し
て

い
る
時
期
に
当
た
り
、
新
し
い

委
員
会
の
設
置
は
抵
抗
が
強

く
、
当
面
は
主
教
会
の
諮
問
機

関
で
あ
る
教
理
・
礼
拝
・
組
織

委
員
会
が
、主
教
会
を
離
れ
、こ

の
問
題
を
代
行
す
る
と
の
約
束

を
得
て
、
議
案
を
撤
回
し
た
。

☆
竹
田
東
京
教
区
主
教
が
日
本

聖
公
会
首
座
主
教
に

首
座
主
教
選
挙
に
お
い
て
竹

田
教
区
主
教
が
第
一
回
の
投
票

で
選
出
さ
れ
た
。

ま
た
、
総
会
閉
会
後
に
行
わ

れ
た
就
任
式
で
第
一
五
代
首
座

主
教
に
就
任
さ
れ
た
。

― 主 教 会 教 書 ―

キリストにあって親愛なる兄弟姉妹に平和の挨拶を送ります。

去る５月２６日～２８日開催された日本聖公会第５１（定期）総会において、女性にも司祭への道を開くという議案が上提

され、これが可決されました。

ここに至るまでには、１０年以上にわたって公会の様々なレベルで、女性司祭に関する議論が、それぞれの信仰的良

心にもとづいてなされてきました。そして、今回の決議がなされたとは言え、女性司祭について反対あるいは考えを決め

かねている聖職・信徒はなお相当数あります。換言すれば、日本聖公会は女性司祭に関しても多様な考え方を内に抱

えつつ、これからも歩みを続けることになるでしょう。

しかしながら、私たち主教団は、このことによって分裂が生ずるようなことがあってはならないと心から願っています。一

致こそ主キリストのみ心なのです。

「 父よ、あなたがわたしの内におられ、わたしがあなたの内にいるように、

すべての人を一つにしてください。」（ヨハネ１７：２１）

女性司祭に賛成の人たちも反対の人たちも、聖公会の信仰にもとづいているのであって、これまでと同様、日本聖公会

の中で共に神の宣教に召されている、公会（キリストの体）の大切な部分なのです（ローマ１２：５）。

今総会は、この問題での日本聖公会の分裂を避けるため、「女性司祭実現に伴うガイドライン」を可決しました。この

ガイドラインは、女性司祭の問題に対して賛成の者にも反対の者にも等しくそれぞれの信仰の良心を保証し、自己の信

仰の良心に反した行動を強制されないことをうたっています。また、このガイドラインによってもなお問題が生じた時に対処

するようにと、「女性司祭按手に伴う諸問題を取り扱う調整委員会」をも立てました。

しかし、女性司祭の誕生という日本聖公会始まって以来の、全く新しい事態の中で起こってくるであろう様々な問題を、

この「ガイドライン」および「調整委員会」で完全に解決できるとは考えられません。意見の相違をこえて、なお一致を保つ

ためには、最後は牧師と信徒との相互信頼関係が不可欠であり、ことに私たち主教団は、主教の牧会の職務の重要性

を深く自覚しています。

「 一つのパンが裂かれ、皆がこれにともにあずかることは、主キリストとの 一致のしるしであるとともに、

全公会の一致のしるしであり、また全人類の 主にある一致への希望である。」（祈祷書１６０ページ）

私たち主教団は、日本聖公会に属する全ての人々が共に聖奠（サクラメント）にあずかり、聖霊の導きを求めつつ主に

ある一致を目指して歩むことを心からお勧めします。

今回の総会で、女性司祭按手実現のための法規改正

が成立した。これについて、主教会からは、以下の文

面の「主教会教書」が６月１８日付で公布された。


